
 

 

第３学年 社会科(公民的分野)学習指導案 
 

１ 単元名  「人間の尊重と日本国憲法」 (東京書籍) 

 

２ 単元について 

○本単元は，学習指導要領の内容(3)アを受け，「人間の尊重についての考え方を，基本的人権を中

心に深めさせ，法の意義を理解させるとともに，民主的な社会生活を営むためには，法に基づく

政治が大切であることを理解させ，我が国の政治が日本国憲法に基づいて行われていることの意

義について考えさせる」ことをねらいとしている。ここでは，日本国憲法の基本的原則を具体的

な生活との関わりから学習させ，自由・権利と責任・義務の関係を社会生活の基本として広い視

野から正しく認識させる必要がある。また，日本国憲法が，基本的人権の規定とそれを保障する

政治機構を主な内容としていることなど，日本国憲法の構成を大きく捉えさえることも大切であ

る。そのような学習を通して，民主主義の基礎には個人の尊厳と人権の尊重という考え方がある

こと，それが法によって保障されているということを理解させるのに適切な教材であると考える。

民主的な見方や考え方の基礎が養えるように，人間の尊重についての考え方を，民主社会におい

てすべての人間に保障されるべき価値を内容としてもつ基本的人権を中心にして学習を深めさせ

たい。 

○本学級の生徒は，社会科に対する興味・関心は高く，事前アンケートによると 7 割以上の生徒が

「社会科は好き」「どちらかといえば好き」と答えている。そのため授業にも意欲的に発言する

生徒も多い。しかし，社会科の学習内容に対しては「暗記だから苦手」という意識をもっている

生徒もおり，発表内容も的を射た意見ばかりではない。一方で，国内外の現代社会の動きに関心

の高い生徒もおり，ニュースをよく見ている生徒は多い。少人数の学習班で学習を行う際には，

自分の意見を述べることが不得意な生徒がいて，配慮を必要とする場合がある。また，基礎的な

知識が定着していない生徒に対しては，確実に課題を行うよう家庭学習に取り組ませたり，グル

ープで「学び合い」をさせたりするなどの手立てをとっている。 

○指導に当たっては，人権思想の歴史や私たちの身近にある人権問題等の具体的な事例を挙げなが

ら，「人権とはどのようなもので，憲法や人権の考え方は私たちの生活でどう生かされているの

だろう」という学習問題Ⅰに取り組ませたい。そして，教科書や資料集の中の事例だけではなく，

現在起こっている時事問題を活用しながら，様々な事例に隠されている人権意識を掘り起こした

いと考えている。そうして身に付けた知識や人権意識を基に「テレビや新聞などのマスメディア

やインターネットによる報道は制限されるべきかどうか」という学習課題Ⅱを設定する。実社会

の中では「表現の自由」や「知る権利」の基で様々な報道がなされているが，一方で「プライバ

シーの権利」の侵害や誤報による人権侵害など，負の側面も忘れてはならない。討論という形式

をとり，他の生徒の考えを確認していくことで多面的・多角的に捉えさせ，人権尊重の意識，法

による人権保障，そして自分たちの周りに存在する人権問題を解決しようとする意識を育てたい。 

 

３ 単元の目標 

(1)  人間の尊重についての考え方と法に対する関心を高め，それらを意欲的に追究し，民主的な社

会生活について考えようとさせる。 

(2)  わが国の政治が日本国憲法に基づいて行われていることの意義について，民主的な社会生活に 

関わる様々な事象から課題を見いださせ，対立と合意，効率と公正などの視点から多面的・多角
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的に考察させ，その過程や結果を適切に表現させる。 

(3)  人間の尊重についての考え方や法に関する様々な資料を収集させ，学習に役立つ情報を適切に 

選択させ，読み取ったり，図表にまとめさせたりする。 

(4)  個人の尊重の考え方，社会生活における法の意義と法に基づく政治の重要性，日本国憲法の基 
本原理(国民主権，平和主義，基本的人権の尊重)，天皇の地位と国事に関する行為について理解

させ，その知識を身に付けさせる。 
 

４ 評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度【関】 

社会的な 

思考・判断・表現【思】 

資料活用の 

技能【技】 

社会的事象についての

知識・理解【知】 

○人間の尊重についての考

え方と法に対する関心を

高め，それらを意欲的に追

究し，民主的な社会生活に

ついて考えようとしてい

る。 

○わが国の政治が日本国憲

法に基づいて行われてい

ることの意義について，民

主的な社会生活に関わる

様々な事象から課題を見

いだし，対立と合意，効率

と公正などの視点から多

面的・多角的に考察し，そ

の過程や結果を適切に表

現している。 

○人間の尊重についての考

え方や法に関する様々な

資料を収集し，学習に役立

つ情報を適切に選択して，

読み取ったり，図表にまと

めたりしている。 

 

○個人の尊重の考え方，社会

生活における法の意義と

法に基づく政治の重要性，

日本国憲法の基本原理(国

民主権，平和主義，基本的

人権の尊重)，天皇の地位

と国事に関する行為につ

いて理解し，その知識を身

に付けている。 

 

 

５ 単元計画 (全 15時間 本時 14/15)  

過程 主な学習活動 教師の働き掛け(○) 評価(・)評価の観点【】 時配 

 

 

つ 

か 

む 

 

○「ちがいのちがい」を基に，

あってよい違いとそうでな

いものを話し合う。 

 

 

 

 

 

○教科書の事例を用いなが

ら，個人，そしてグループ

での意見をまとめさせ，発

表させることで，様々な価

値観に気付かせ，人権に対

する意識を高めさせる。 

・具体的な事例を通して 

文化や個性の違いに気 

付き，個人の尊重に対す 

る関心を高めている。 

【関】 

  

 

  

１ 

   

 

 

 

 

調 

べ 

る 

 

○人権の歴史について調べ，ま

とめる。 

○人権の歴史はどのように

発展してきたのかについ

て，教科書を中心に読み取

らせながらノートにまと

めさせる。 

 

・人権思想の発展につい

て，教科書の資料から，

必要な情報を選択し，読

み取ったことを短文や

図表にまとめている。 

【技】 

  

 

  

１ 

 

 

 

○憲法の意義，日本国憲法の基

本原理について調べる。 

○日本国憲法の基本原理に

ついて理解させるために，

日本国憲法と大日本帝国

憲法を比較させる  

・立憲主義，日本国憲法 

の基本原理，国民主権と

天皇の地位，天皇の国事 

  

 

 

人権とはどのようなもので，憲法や人権の考え方は私たちの生活でどう生かされて 

いるのだろう。                       《学習問題Ⅰ》 
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  ○国民主権との関連で天皇

の地位について理解させ

る。 

行為の内容と特色につ

いて理解し，その知識を

身に付けている。【知】 

１ 

 

 

 

 

 

 

○平和主義及びこれからの平

和や，日本の抱える問題につ

いて調べる。 

○これまでの日本の安全や

世界平和，これからの平和

に関する諸課題について

理解させる。 

 

・日本国憲法に示された 

平和主義，自衛隊と日米

安全保障条約，非核三原

則の意義について理解

し，その知識を身に付け

ている。        【知】 

   

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

○憲法で保障されている基本

的人権について調べる。 

○人権保障が社会的弱者を

差別などから救済するた

めのよりどころとなって

いることを理解させるた

めに，ハンセン病の事例な

どを調べさせる。  

・具体的な事例に基づい

て，基本的人権の尊重や

個人の尊重の考え方を

理解し，その知識を身に

付けている。   【知】 

 

 

１ 

調 

べ 

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平等権について調べる。 

 

○様々な人権課題について調

べたことを基に，差別をなく

すためにできることは何か

考える。 

○具体的な事例を通して，差

別問題とその解決への取

組に対する関心を高めさ

せるために，差別をなくす

ためにどのようなことが

できるか考えるよう促す。 

 

○法が差別の解消に大きな

役割を果たしていること

を理解させるために，部落

差別など具体的な人権課

題を取り上げる。  

・差別について話し合うこ

とで，多面的・多角的に

考察するとともに，差別

をなくすために自分た

ちにできることは何か

を考え，発言している。 

         【思】 

・部落差別など様々な人権

課題について考え，その

現状や改善への取組を，

法の働きに着目しながら

理解している。  【知】 

   

 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

○憲法が定める自由権につい

て調べる。 

○自由権について具体的事

例を通して理解させる。 

 

・自由権にはどのような 

ものがあり，それらがな

ぜ重要なのかを理解し，

その知識を身に付けて

いる。     【知】 

   

 

１ 

 

 

 

 

 

○憲法が定める社会権につい

て調べ，まとめる。 

○経済的格差の拡大と生存

権との関わりについて読

み取らせるために，新聞記

事や統計資料などを配布

する。  

・経済的格差の拡大を生 

 存権との関わりについ

て読み取り，要点を発表

したり，短文にまとめた

りしている。   【技】 

 

 

１ 

 

 

 

 

○基本人権を保障するための

様々な権利と国民の義務に

ついて考える。 

○「公共の福祉」による人権

の制約はどの程度まで許

されるのか，具体的な事例

を通して考えさせ，自分の

・ 権利と義務の関係につ

いて考え，「公共の福

祉」による人権の制約

はどの程度まで許され
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 考えを表現させる。 るか，事例を通して多

面的・多角的に考察し，

意見交換をしたり，文

章にまとめたりしてい

る。      【思】 

１ 

 ○「新しい人権」について調べ

る。 

○「新しい人権」について理

解させるために，社会の変

化に伴って新たな人権課

題が生まれてきたことを

身近な事例を通して紹介

する。 

・身近な事例を通して，社

会の変化と人権との関

わりに気付くとともに，

「新しい人権」にはどの

ようなものがあるかを

理解し，その知識を身に

付けている。   【知】 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考 

え 

・ 

ま 

と 

め 

る 

○これまでの学習を振り返り，

憲法下で認められている人

権にはどのようなものがあ

り，それらが私たちの生活に

どう生かされているかを考

える。 

○マスメディアやインターネ

ットなどの報道が制限され

るべきであるかどうかにつ

いて，自分の考えをまとめ

る。     （意思決定 1） 

 

 

 

○私たちの生活の中で人権

がどのように関わってい

るのかを確認させるため

に，これまでの学習を振り

返らせるようにする。 

  

○報道が制限されるべきか

否かについて意見をまと

めさせるために，教科書ｐ

55 の｢プライバシーの権利

と表現の自由について考

えよう｣の内容に触れる。 

・具体的な事例を取り上

げ，人権というものさし

を使って課題の状況や

解決への取組について

考察し，人権保障の在り

方，プライバシーと表現

の自由について意見交

換をしたりしている。 

【思】 

 

 

 

 

 

 

２ 

○テレビや新聞などのマスメ

ディア，インターネットによ

る報道は制限されるべきで

あるかどうかについて討論

を行い，意思決定を行う。 

 (意思決定２) 

 

○マスメディアやインターネ

ットなどの報道の制限によ

るメリット，デメリットを

考えさせ，人権尊重がせめ

ぎ合う状況を読み取らせ，

人権に対する意識を深めさ

せる。 

・学習課題Ⅱに関して， 

根拠を明確にしながら，

自分の立場を明らかに

し，多面的・多角的に考

え，表現することができ

る。 

         【思】 

 

１ 

 

本 

時 

(14/15) 

 

○国際的な人権尊重の取り組

みについて具体的事例を調

べる。 

 

○国際的な人権保障の重要性

について，具体的な事例を

通して理解させるととも

に，グローバル化の進展と 

ともに人権の考え方が変化

してきたことに気付かせ

る。 

・グローバル化の進展に 

伴い，世界規模での人権

尊重のためにどのよう

な努力が行われている

のかを理解し，その知識

を身に付けている。  

        【知】 

 

 

１ 

 

論題 テレビや新聞などのマスメディアやインターネットによる報道は制限される 

べきであるかどうか。                 《学習問題Ⅱ》 
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６ 本時の目標 

  マスメディアやインターネットなどの活動を通して，憲法に記された権利の保護と人権侵害につ

いて，根拠を基に理由を示して自分の考えを表現することができる。 

 

７ 展開(全 15時間 本時 14/15)  

学 習 活 動 教師の働き掛け(○)と評価【】 

１ 前時までの学習を振り返るとともに，

本時のめあてを確認する。 

              〈グループ〉 

○前時までの学習を，教科書やノート，ワークシートなど

で振り返らせ，本時のめあてについて確認する。 

 めあて マスメディアの活動を通して，憲法に記された権利の保護と人権侵害について考えよう。  

２ 「表現の自由」「プライバシーの権利」

について，これまでの学習を振り返る。 

             〈学級全体〉 

 

 

 

 

 

○これまで学習した憲法で認められた権利の中でも，マス

メディアに関わりの深い権利について，確認させる。 

 

○前時に学習した内容から｢プライバシーの権利｣と｢表現

の自由｣の保障の対立について確認させ，まとめた意見

を振り返らせる。 

 学習問題Ⅱ インターネット，マスメディアによる報道は制限されるべきであるかどうか。  

 

３ 学習問題Ⅱについて，グループでまと

めた意見を，その根拠となることととも

に発表する。       

４ 学習問題Ⅱについて，他のグループの

意見を聞いて再考する。(意思決定２) 

 

５ 権利の保護と人権侵害のバランスにつ

いて話し合い，まとめる。 

                           〈学級全体〉 

 

○前時までの学習でまとめた意見を，理由とともに発表さ

せ，討論をさせる。【評価】 

 

○他のグループの意見を聞いて，最終的な自分の意見をま

とめる時間を設定する。 

 

○日本国憲法が国民の権利を守る根拠となっていること，

権利には対立するものもあり，その場合は「公共の福祉」

により規制される権利があることを確認する。 

 

８ 本時の評価 

評価規準 
 マスメディアやインターネットなどの活動を通して，憲法に記された権利の保護と
人権侵害について，既習の知識や資料を基に判断し，理由を示して自分の考えを表現
している。                 (社会的な思考・判断・表現) 

判定基準 
(判断の目安) 

十分満足できる状況(Ａ) おおむね満足できる状況（Ｂ） 努力を要する状況(Ｃ) 
 インターネットやマスメ
ディアによる報道は制限さ
れるべきであるかどうかに
ついて，根拠を基に理由を
示して自分の考えを表現し
ている。 

インターネットやマスメ
ディアによる報道は制限さ
れるべきであるかどうか，
理由を示して自分の考えを
表現している。 

 
 
(Ｂ)に達していない記述 
 

→(Ｂ)，(Ｃ)と
判断した生徒へ
の支援 

 
 
 

→憲法などの資料を基に根
拠を示すように促す。 
 

→グループ内で意見を聞
き，それをまとめさせる。 

評価方法 ワークシートの記述 

社会的な問題【解決すべき課題】 

インターネットやマスメディアによ

る報道について，「プライバシーの権

利」と「表現の自由」の保障の間で対

立が生じていること。 
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